
近年、日本の各地で大雨や、記録を塗り替える猛暑などが続いています。これらの異常気象は温室
効果ガス排出量の増加による地球温暖化が原因のひとつと考えられています。日本は年間約12億ト
ンを超える温室効果ガスを排出しており、 2050年にカーボンニュートラルの実現、また、2030年度に
温室効果ガスを2013年度から46%削減することを目標に、国全体で取り組んでいます。身近な温
暖化の影響と、その対策はどの程度進んだのでしょうか。
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「温暖化対策に進捗あり」
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排出事業者のための有益情報満載ニュースレター

大雨と猛暑 “極端現象”

気象庁によると、大雨の年間発生回数は増加しており、より強度の強い雨ほど増加率が大きくなっています。1980年頃と比較し
て、1時間降水量80mm以上、3時間降水量150mm以上、日降水量300mm以上などの強い雨は、約2倍程度に頻度が
増加しています。

気象庁の全国約150地点の気象台や観測所のうち、ほとんどの観測所で長期的な気温の上昇が確認されています。都市部で
は、地球温暖化にヒートアイランド現象が加わり、全国平均を上回る割合で上昇しています。都市部には木や植物からの熱の蒸
散が少なく、建物や地面からの輻射熱や、人工排熱(人間活動で生じる熱)があるためです。

この変化を受けて日本気象協会は、最高気温40度以上の日を「酷暑日」、最低気温30度以上の夜を「超熱帯夜」という新し
い呼称を昨年8月に発表しました。

海水温の上昇

日本近海における、2022年までの約100年間の海域
平 均 海 面 水 温 （ 年 平 均 ） の 上 昇 率 は 、
+1.24℃/100年で、これは、世界全体で平均した海面
水温の上昇率（+0.60℃/100年）よりも大きい値で
す。また日本の気温の上昇率（+1.30℃/100年）と
ほぼ同程度です（令和5年3月6日 気象庁発表より）。
100年の間に、陸も海も暖かくなったということになります。

海の温度は、季節風の強さや潮の流れの変化などの複
雑な要素に、地球温暖化の影響が重なり合って、10～
20年のスケール単位で変動するもので、海水温の上昇の
原因は地球温暖化だけではないようです。

日本近海の全海域平均海面水温（年平均）の
平年差の推移（気象庁）

※平年値は1991年～2020年の30年間の平均値
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コラムの更新やサービスに関するお役立ち情報をお知らせするメールマガジン
（月１回程度）を発信しています。配信希望の方は以下の「お問い合せ」をクリック！
項目から「メールマガジン配信希望」を選んでください。https://www.re-tem.com/contact/

環境省「地球温暖化対策計画」2021年度の進捗状況

今年6月に環境省は、2021年度における国の「地球温暖化対策計画」の進捗を点検した結果を公表しました。2021年度の
温室効果ガス排出量は11億7,000万トンで、前年度比で2.0%の増加。2013年度比では16.9%減少（2億8,530万トン
減少）。一方、2021年度の温室効果ガス吸収量は4,760万トンで４年ぶりの増加です。「一定の進捗が見られる」という点検
結果を踏まえて、環境省は今後、同計画に掲げられた対策・施策を一層推進し、引き続き、厳格な点検を行うとのことです。
(環境省 https://www.env.go.jp/press/111120_00003.html）

傘差し登下校

ここ数年、夏の晴れた朝に、雨傘をさして登校する子供達を見るようになりました。初めて見た時には少し驚きましたが、朝から気
温が高く、肌を刺すような強い日差しが照る夏の間は、日傘を差しての登校はむしろ正しいと感じます。地球温暖化の影響を身近
に感じる例です。

比較： 2013年度 排出量 1,408百万ton-CO2

2021年度実績 2030年度目標

排出量 1,170 百万ton-CO2 排出量 760百万ton-CO2

吸収量 47.6 百万ton-CO2 吸収量 48 百万ton-CO2

削減率（確報値） 削減率（目標値）

▲16.9％ ▲46％

2030年度目標に向けた進捗

地球温暖化対策推進本部資料より

脱炭素に向けた COOL CHOICE（賢い選択）ポータルサイト

脱炭素の普及啓発のために環境省が運営する、COOL CHOICE（クールチョイス）というサイトがあります。温暖化情報や、脱
炭素に向けた賢い選択を発信しています。個人ができることの提案「ゼロカーボンアクション30」、クイズに答えながら温暖化を学べ
る「チャレンジ！地球温暖化クイズ」、女子高生キャラクター「君野イマ」と「君野ミライ」の動画など、興味をそそるコンテンツが掲載さ
れています。夏休み中のお子さんと一緒にサイトをのぞいてみては如何でしょうか。

調べてみたところ、埼玉県熊谷市立の小学校では、2020年から熱中症とコロナ対策の両
立を目的に、雨傘を活用した「傘差し登下校」を実施していました。2022年には市がオリジ
ナルの晴雨兼用傘を作って市内の児童に配布したとのことです。ほかに、兵庫県明石市は
教育委員会が、市内の各学校に日傘使用を推奨するよう通知したという例もありました。

COOL CHOICE 
https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/about/
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